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1. 漢方薬とは

植物の葉・根・茎・皮や鉱石等

のうち、薬効のあるものを精製し

たものを生薬（しょうやく）とい

います。漢方薬は古来からの経験

に基づき、複数の生薬を組み合わ

せて作られています。漢方薬は体

の偏った状態を元の調和のとれた

状態に戻し、自然治癒力を高める

ことにより、病気や症状を改善す

ることを重視しています。

2. 漢方薬の歴史

漢方医学は中国由来の伝統医学

ですが、江戸時代に日本独自の発

展を遂げました。明治に入り、西

洋医学重視になり急激に衰退しま

したが、戦後になり西洋医学にも

限界があることから漢方薬が見直

されるようになりました。1976年

に漢方エキス製剤が薬価基準に収

載され、保険医療の適応になりま

した。現在、医療用の生薬は200

種類を超え、漢方製剤は148品目

が承認されています。
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3. 西洋薬との比較

漢方薬は元々複数の有効成分を

含む生薬をさらに複数組み合わせ

た合剤の合剤であり、単一成分を

合成した西洋薬とは成り立ちが違

います。一つの生薬単独ではなく

複数の生薬を組み合わせることに

より、相乗的に有効な作用を生み

出し、有害作用を減らしています。

西洋薬では一つの病気・症状に対

する薬が誰に対しても画一的に投

与されるのに対し、漢方薬では個

人個人の体質・病態が重視される

ため、同じ病気を別の薬で治療し

たり（同病異治）、同じ薬が全く

関連のないような病気にも使われ

ます（異病同治）。

代表的な生薬（抜粋） 身近な生薬

麻黄(ﾏｵｳ):
ﾏｵｳ科ｼﾅﾏｵｳ
の地上茎：
発汗・解熱・
鎮咳・抗炎
症・利水

甘草(ｶﾝｿﾞｳ)
ﾏﾒ科ｶﾝｿﾞｳの
根:健胃・免
疫力増強・抗
炎症・抗アレ
ルギー・諸薬
の調和

桂皮(ｹｲﾋ)
ｸｽﾉｷ科ｹｲの樹
皮(ｼﾅﾓﾝ)：
発汗・解熱・
鎮痛・健胃・
精神安定

柴胡(ｻｲｺ)
ｾﾘ科ﾐｼﾏｻｲｺ
の根:抗炎症
(慢性炎症)・
免疫調節・
意欲亢進

芍薬(ｼｬｸﾔｸ)
ﾎﾞﾀﾝ科ｼｬｸﾔｸ
の根:
筋肉のケイ
レンをとる・
婦人科疾患

生姜(ｼｮｳｷｮｳ)

大黄(ﾀﾞｲｵｳ)
ﾀﾃﾞ科ﾀﾞｲｵｳ
の根:下剤・
胃腸の炎症
をとる・婦
人科疾患

人参(ﾆﾝｼﾞﾝ)
ｳｺｷﾞ科ｵﾀﾈﾆ
ﾝ ｼ ﾞ ﾝ (朝鮮
人参)の根:
抗疲労・抗
ストレス・
免疫力増強

半夏(ﾊﾝｹﾞ)
ｻﾄｲﾓ科ｶﾗｽﾋﾞ
ｼｬｸの塊茎:
鎮咳・去痰・
抗嘔吐・精
神安定

茯苓(ﾌﾞｸﾘｮ
ｳ)ｻﾙﾉｺｼｶｹ
科ﾏ ﾂﾎﾄﾞの
菌核:利水・
抗ストレス・
抗炎症・抗
嘔吐

異病同治

杏仁(ｷｮｳﾆﾝ)

蘇葉(ｿﾖｳ) 大棗(ﾀｲｿｳ)

陳皮(ﾁﾝﾋﾟ) 桃仁(ﾄｳﾆﾝ)

生姜(ｼｮｳｶﾞ)は発汗・去
寒、杏仁(ｱﾝｽﾞの種)は鎮
咳・去痰、蘇葉(ｼｿの葉)
は精神安定・発汗、大棗
(ﾅﾂﾒの実)は健胃・精神
安定、陳皮(ﾐｶﾝの皮)は
健胃・鎮咳、桃仁(桃の
種)は婦人科疾患に有効
です。米・小麦・ﾊｯｶ・ｻ
ﾝｼｮｳ・ﾅｶﾞｲﾓ・水飴・ﾊﾄﾑ
ｷﾞ等も生薬に含まれます。

当帰(当帰)
ｾﾘ科ﾄｳｷの根
:冷え性・貧
血・血行障
害・抗炎症・
抗アレルギー
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5. 漢方医学の診察法

四診と言い、望診・聞診・問診・

切診により行います。望診は患者

さんの全体の様子・体格や舌を観

察すること、聞診とは嗅覚・聴覚

を使って診断すること、問診は患

者さんの訴えを聞くこと、切診と

は脈や腹部を触れて診断すること

をいいます。

6. 漢方向きの症状

更年期障害に代表される冷え・

ほてり・発汗・動悸等の自律神経

症状、生理痛、冷え性、天候・気

圧に関連した症状（頭重感・めま

い・夏まけなど）、検査で異常が

ない機能的な病気（神経性食道狭

窄症など）、老化や過労・体力減

退に伴う体の不具合、こむらがえ

り、しゃっくりに関しては漢方薬

の方が有効なことが多く、アレル

ギー・免疫異常・各種の痛みにも

有効なことがあります。西洋薬と

併用することで効果が増すことも

多々あります。

4. 漢方医学の考え方（抜粋）

A. 証（虚実と陰陽）

体力が充実し抵抗力のある状態

を実証、虚弱で抵抗力の乏しい状

態を虚証と言います。熱や炎症が

あり新陳代謝が強すぎる状態を陽

証と言い、冷えが有り新陳代謝が

落ちている状態を陰証と言います。

これらの虚実・陰陽で使用する漢

方製剤が異なってきます。

B. 気・血・水

気とは活力・パワーのことで、

気の足りない状態を「気虚」、気

のめぐりが悪く詰まっている状態

を「気滞」、気が下から突き上がっ

ている状態を「気逆」といいます。

血とは血液や栄養分のことで、血

が滞っている状態を「瘀血」（お

けつ）、血の足りない状態を「血

虚」といいます。水とは血液以外

の体液のことで、水の分布が偏っ

ている状態を「水毒」（水滞）と

いいます。それぞれに有効な生薬

が含まれる製剤が選ばれます。

漢方医学の「証」

虚実・陰陽・気血水だけでななく、六病位（病
気のステージ）、五臓（肝・心・脾・肺・腎）、
表裏（体表側か内臓側か）等の漢方理論があり、
漢方専門医の処方選択の基準になります。

漢方薬が有効な症状

更年期障害 生理痛

動悸・発汗 冷え性

天候による不調 喉のつかえ

疲労倦怠老化よる不調

こむら返り しゃっくり
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体力低下
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